








































租界期（1917 ～ 41 年）」「旧日本軍占領期（1942 ～
45 年）」「戦後国民党政権期（1946 ～ 49 年）」「共産党
政権期（1950 ～ 2010 年代）」のように大きく分けられ、
共産党政権下の 60 年間は、さらに「社会主義改造」を
含めた「中華人民共和国初期（1950 ～ 65 年）」「文化




































































　（４）1946 ～ 49 年
の国民党時代の映像
（写真④）には、建
写真 4　（1947 年頃）
写真 3　（1940 年代前期）
物を覆い隠すほど大量の広告が現れ、繊維、化粧品の広
告が目立っていた。1948年ころには初めて政治的スロー
ガンが登場し、共産党反対を呼びかける垂れ幕「反共剿
匪、救国救民」が登場していた。
　（５）1950 年代初頭、中華人民共和国が成立した直後
の映像にはすべての商業広告が消え、「大世界」も「上
海人民遊樂場」に改名された。その時から一民間企業と
しての「大世界」は消滅した。
　（６）1950 年代後半の映像には、「大世界」の名は復
活したものの、国有化された建物には毛沢東の「大躍進」
政策を謳歌する政治スローガンが繰り返し登場してい
た。1960 年ごろには「展開文化革命！勞動人民知識化、
知識分子勞動化！（文化革命を展開せよ！動労者に知識
を、知識人に労働を！）」など文化大革命の予兆ともい
える思想改造のスローガンが出現していた。
　（７）1966 年ごろの文化大革命期には、写真⑤が示す
ように、「大世界」が「東方紅」に改名され、建物には
毛沢東の巨大な写真が登場し、「偉大～」「～万歳」など、
個人崇拝を象徴する政治スローガンが掲げられていた。
　（８）1970 年代半ば、文化大革命の後期には４度目の
施設名の変更があり、「東方紅」は「上海市青年宮」へ
と変わった。そのころ、政治的スローガンは減少傾向に
あったが、商業広告はまだ復活していなかった。
